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ＣＣＯＢＩＯＢＩＴＴ ｆｏｒｆｏｒ ＳＯＸはチェックリストとして活用できるＳＯＸはチェックリストとして活用できる

ただし、項目内容を十分に理解し、項目数を絞り込むただし、項目内容を十分に理解し、項目数を絞り込む
努力が大切努力が大切

ＣＣＯＢＩＯＢＩＴも活用して、ＩＴプロセスの内容と、財務諸表のＴも活用して、ＩＴプロセスの内容と、財務諸表の
信頼性に係るリスクを大局的に把握する信頼性に係るリスクを大局的に把握する

内部統制への対応だけでなく、ＩＴ業務で求められる内部統制への対応だけでなく、ＩＴ業務で求められる
さまざまな観点を整理していく上で、Ｃさまざまな観点を整理していく上で、ＣＯＢＩＯＢＩＴが有用Ｔが有用

リスクアプローチで活用するには、Ｃリスクアプローチで活用するには、ＣＯＢＩＯＢＩＴも参照すべきＴも参照すべき

中期的な効率化にはＩＴ管理項目の体系化が肝要中期的な効率化にはＩＴ管理項目の体系化が肝要

要旨
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参照資料について

ＣＯＢＩＴ ｆｏｒ ＳＯＸ

原題 “ＩＴ Control Objectives for Sarbanes-Oxley”
日本語訳 「サーベインズ・オクスリー法（企業改革法）

遵守のためのＩＴ統制目標」

ＩＴＧＩ （IT Governance Institute）が著作権を有しています

発表の中では、便宜上“ＣＯＢＩＴ ｆｏｒ ＳＯＸ”と略記



１．日立グループにおける内部統制整備

２．ＩＴ統制の枠組み

３．全般統制への２つのアプローチ

４．ＣＯＢＩＴが提供するもの

５．全般統制の対象となるIT業務

６．ＩＴマネジメントの体系化
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９３２社９３２社９３２社連結子会社数連結子会社数

３５万５千人３５万５千人３５万５千人連結従業員数連結従業員数

情報通信
システム

電子
デバイス

電力・産業
システム

高機能
材料

物流及び
サービス他 金融

サービス

デジタル
メディア・
民生機器

（2006年3月期）

（日立製作所含む、
国内 476社、海外456社）

日立グループの概要
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日立グループのＩＴ組織と管理規模

会長会長

社長社長

ＩＴ戦略室

情報システム事業部

ｘｘグループｘｘグループ

ＩＴ部門

経営会議

株式会社ｘｘ株式会社ｘｘ

コーポレートスタッフ コーポレートビジネススタッフ

ビジネスグループ

グループ会社

CIOCIO

CIOCIO情報セキュリティ本部

取締役会

主要なIT部門

CIO相当職

監査室

日立グループＣＩＯ

ＩＴ部門

CIOCIO
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ＩＴ経営革新活動の経緯

日立グループ日立グループ
ＩＴ経営革新活動ＩＴ経営革新活動

本社改革本社改革

個別業務改革個別業務改革

101010090909080808070707060606050505040404030303020202010101000000999999989898979797969696959595

ＣＩＯ設置ＣＩＯ設置
((ＥプロジェクトＥプロジェクト))

ガバナンスガバナンス
の模索の模索

ＳＯＸ法対応ＳＯＸ法対応
情報セキュリティ情報セキュリティ

等等

年度

業務改革業務改革

ガバナンスガバナンス
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ＩＴガバナンスへの取組み

・ 共通業務集約の加速ＩＴ共通業務

・ 関連規則制定

・ 自己監査励行、支援

・ ＩＴマネジメントの体系化

ＩＴ業務標準

・ ガバナンスモデル確立

・ 技術標準制定

基本アーキテクチャ

・日立グループＣＩＯ体制

の確立

主な取組み項目

連結企業グループとしての

ＩＴガバナンス体制
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日立ＩＴガバナンスモデル

ＩＴガバナンス基本方針
（キーワード）

ＰＤＣＡＰＤＣＡ

統合統合

同期化、
可視化

同期化、
可視化

差別化、
モジュール化

差別化、
モジュール化

統制と共有統制と共有統制と共有

自主運営
（各社経営判断）

自主運営自主運営
（各社経営判断）（各社経営判断）

ＳＣＭ、ＰＬＭ、
ＣＲＭ、ＳＦＡなど

ITマネジメント標準

経営プラットフォーム経営プラットフォーム経営プラットフォーム

企業プラットフォーム企業プラットフォーム企業プラットフォーム

事業プラットフォーム事業プラットフォーム

情報共有
フレームワーク

情報共有
フレームワーク

ＩＴガバナンスモデル
（共有化／標準化の枠組み）

＜事業インフラ＞

＜共通インフラ＞財務、総務、
資材など

LAN/WAN、
サーバ、PCなど

矛盾解消と成長のアーキテクチャー矛盾解消と成長のアーキテクチャー

IT内部統制、
情報セキュリティ
規則
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２年目
運用・評価

インターナル・コントロール
委員会設置

計画策定

初年度
運用・評価

２５０社＋７００社

文書化・評価
230社

業務標準化・効率化

品質向上

自主運用・評価試行

範囲拡大
（フル連結会社）

★

★

継続的改善

継続的改善

ＢｅｙｏｎｄＳＯＸ
（企業価値向上）内部統制再構築

計
画

整
備

運
用

・｢内部統制報告書｣提出
・外部監査人による監査

各所整備完了

【ＳＯX法適用期限延期】
（2005→2006年度）

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度

日本版ＳＯＸ法
対応

ＳＯＸ法対応のスケジュール
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内部統制実務のフレームワーク

PCAOB : Public Company Accounting Oversight Board
RCM : Risk Control Matrix
CLQ : Company Level Questionnaire
ICO : IT Control Objectives

内部統制内部統制内部統制

業務
プロセス

統制

業務業務
プロセスプロセス

統制統制

全体統制全体統制全体統制

ＲＣＭＲＣＭＲＣＭ

全体統制
チェックリスト

全体統制全体統制
チェックリストチェックリスト

ＣＬＱＣＬＱＣＬＱ

ＩＣＯＩＣＯＩＣＯ

IT全般統制ITIT全般統制全般統制
ＣＯＳＯＣＯＳＯＣＯＳＯ

ＣＯＢＩＴＣＣＯＢＩＯＢＩＴＴ

PCAOBPCAOBPCAOB

ＳＯＸ法ＳＯＸ法ＳＯＸ法

参照ドキュメント

活動

成果物



１．日立グループにおける内部統制整備

２．ＩＴ統制の枠組み

３．全般統制への２つのアプローチ

４．ＣＯＢＩＴが提供するもの

５．全般統制の対象となるIT業務

６．ＩＴマネジメントの体系化

目次目次
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経
営
環
境

経
営
環
境

経営における内部統制評価の位置付け

取
引
先

取
引
先

顧
客

顧
客

経営活動

過程（プロセス）過程（プロセス）過程（プロセス）

経営管理／経理経営管理／経理

製品・サービス
製品・
サービス

調達調達

投
資
家他

投
資
家他

生産生産 物流物流 販売販売

参照情報 財務諸表財務諸表

結果結果結果

財務報告に係る内部統制財務報告に係る内部統制 財務報告財務報告

内部統制監査内部統制監査

有効性評価有効性評価経営者

財務監査財務監査統合監査
（重複部分）外部

監査人

ＩＴ管理ＩＴ管理
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経営活動全体としてのプロセス重視

結果としての
製品・サービスの
Ｑ・Ｃ・Ｄや業績の
管理が中心

（従来）

提供のためのプロセス
そのものの質を高める
取組みを重視

（今後）

経
営
環
境

経
営
環
境

取
引
先

取
引
先

顧
客

顧
客

経営活動

経営管理／経理経営管理／経理

製品・サービス
製品・
サービス

調達調達

投
資
家他

投
資
家他

生産生産 物流物流 販売販売

参照情報 財務諸表財務諸表

ＩＴ管理ＩＴ管理

過程（プロセス）過程（プロセス）過程（プロセス） 結果結果結果

経営活動経営活動 業績／顧客満足業績／顧客満足
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内部統制の枠組み

ITITインフラインフラ
データベース

オペレーティングシステム

ネットワーク

アプリケーションアプリケーション
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

A
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

B
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

C

業務プロセス業務プロセス
業務ﾌﾟﾛｾｽ

A
業務ﾌﾟﾛｾｽ

B
業務ﾌﾟﾛｾｽ

C

重要な勘定重要な勘定
貸借

対照表
損益

計算書
脚注 その他

業務とＩＴの構造

全社統制全社統制全社統制

内部統制の枠組み

統
制
対
象

統制対象

活
動
対
象

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス

業務プロセス統制業務プロセス業務プロセス統制統制

ＩＴ業務処理統制ＩＴ業務処理統制

ＩＴ全般統制ＩＴ全般統制
システムの開発、変更・保守

システムの運用・管理

システムの安全性の確保

外部委託に関する契約の管理

出典：COBIT for SOX v2をもとに一部変更
（ ）内はCOBIT for SOX v2の対応資料 財務諸表財務諸表

活動レベルIT統制

統制環境

ﾘｽｸの評価と対応

モニタリング

情報と伝達

統制活動

企業レベル
ＩＴ統制

ITへの対応

ＩＴの部分
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内部統制の枠組み

ITITインフラインフラ
データベース

オペレーティングシステム

ネットワーク

アプリケーションアプリケーション
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

A
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

B
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

C

業務プロセス業務プロセス
業務ﾌﾟﾛｾｽ

A
業務ﾌﾟﾛｾｽ

B
業務ﾌﾟﾛｾｽ

C

重要な勘定重要な勘定
貸借

対照表
損益

計算書
脚注 その他

業務とＩＴの構造

全社統制全社統制全社統制

内部統制の枠組み

統
制
対
象

統制対象

活
動
対
象

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
セ
ス

業務プロセス統制業務プロセス業務プロセス統制統制

ＩＴ業務処理統制ＩＴ業務処理統制

ＩＴ全般統制ＩＴ全般統制
システムの開発、変更・保守

システムの運用・管理

システムの安全性の確保

外部委託に関する契約の管理

出典：COBIT for SOX v2をもとに一部変更
（ ）内はCOBIT for SOX v2の対応資料 財務諸表財務諸表

活動レベルIT統制

統制環境

ﾘｽｸの評価と対応

モニタリング

情報と伝達

統制活動

企業レベル
ＩＴ統制

ITへの対応

ＩＴの部分

ＩＩＴＴに係わる内部統制の枠組みに係わる内部統制の枠組み

ＣＣＯＢＩＯＢＩＴＴ ｆｏｒｆｏｒ ＳＯＸＳＯＸ
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１．全般統制へのベースラインプローチ

評価チェックシート
（評価実施後）

○×式や成熟度などの
段階評価によって
有効性を評価

（３）各項目の評価

評価チェックシートベースラインとなる
チェックシートや
評価基準を作成

（２）評価チェック
シート作成

ーどのＩＴプロセスを文書化
すべきかを決定

（１）ＩＴプロセスの
特定

成果物説明ステップ

（出典）「これならできるＩＴ統制」船城謙二郎・高浦孝次
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２．全般統制へのリスクアプローチ

リスクコントロール
マトリクス

業務処理統制との関連
からＩＴプロセスにおける
リスクを特定

（３）リスクの特定

特定されたリスクに対応
するＩＴプロセスにおける
統制を識別

（４）統制の識別

ＩＴプロセスモデル
（フローチャートなど）

特定されたＩＴプロセスの
手続を可視化

（２）各ＩＴプロセス
の理解

ーどのＩＴプロセスを文書化
すべきかを決定

（１）ＩＴプロセスの
特定

成果物説明ステップ

（出典）「これならできるＩＴ統制」
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２つのアプローチの特徴

ＩＴプロセスのＲＣＭ等評価チェックシート等成果物

・大量展開が難しい・スコープが広くなりがち

・評価の際に、論理的な
説明が難しい

デメリット

・論理的で、監査人への
説明が容易

・会社に最適なスコープで
実施できる

・チェックシート形式による
大量展開が可能

→子会社が多い場合に
有効

メリット

ＩＴプロセスが理解されて
いること

適切なチェック項目と評価
基準が設定されていること

前提条件

リスクアプローチベースラインアプローチ

（出典）「これならできるＩＴ統制」
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ＣＯＢＩＴ ｆｏｒ ＳＯＸをどう使うか？

変更管理（ＡＩ６、ＡＩ７）

統制目標

統制のテスト

の例

統制の例

根拠理由

（３）リスクの特定

（４）統制の識別

（２）各ＩＴプロセス
の理解

（１）ＩＴプロセス
の特定

COBIT for SOXの参考資料Ｃ リスクアプローチの作業手順

ＣＯＳＯＣＯＳＯＣＯＳＯ

ＣＯＢＩＴＣＣＯＢＩＯＢＩＴＴ

Smaller
ＣＯＳＯ
SmallerSmaller
ＣＯＳＯＣＯＳＯ

（注）

（注）「財務報告に係る内部統制
――比較的小規模な企業のための指針」

ＣＯＳＯが２００６年７月に発行した資料
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ＣＯＢＩＴが示しているＩＴプロセス

モニタリングと評価モニタリングと評価

サービス提供とサポートサービス提供とサポート

調達と導入調達と導入

計画と組織計画と組織

ME1 ＩＴ成果のモニタリングと評価
ME2 内部統制のモニタリングと評価
ME3 規制に対するコンプライアンスの保証
ME4 ＩＴガバナンスの提供

ME1 ＩＴ成果のモニタリングと評価
ME2 内部統制のモニタリングと評価
ME3 規制に対するコンプライアンスの保証
ME4 ＩＴガバナンスの提供

DS1 サービスレベルの定義と管理
DS2 サードパーティーのサービスの管理
DS3 性能とキャパシティの管理
DS4 継続的なサービスの保証
DS5 システムセキュリティの保証
DS6 費用の捕捉と配賦
DS7 利用者の教育と研修
DS8 サービスデスクとインシデントの管理
DS9 構成管理
DS10 問題管理
DS11 データ管理
DS12 物理的環境の管理
DS13 オペレーション管理

DS1 サービスレベルの定義と管理
DS2 サードパーティーのサービスの管理
DS3 性能とキャパシティの管理
DS4 継続的なサービスの保証
DS5 システムセキュリティの保証
DS6 費用の捕捉と配賦
DS7 利用者の教育と研修
DS8 サービスデスクとインシデントの管理
DS9 構成管理
DS10 問題管理
DS11 データ管理
DS12 物理的環境の管理
DS13 オペレーション管理

PO1 ＩＴ戦略計画の策定
PO2 情報アーキテクチャの定義
PO3 技術指針の決定
PO4 ＩＴプロセスと組織およびそのかかわりの

定義
PO5 ＩＴ投資の管理
PO6 マネジメントの意図と指針の周知
PO7 ＩＴ人材の管理
PO8 品質管理
PO9 ＩＴリスクの評価と管理
PO10 プロジェクト管理

PO1 ＩＴ戦略計画の策定
PO2 情報アーキテクチャの定義
PO3 技術指針の決定
PO4 ＩＴプロセスと組織およびそのかかわりの

定義
PO5 ＩＴ投資の管理
PO6 マネジメントの意図と指針の周知
PO7 ＩＴ人材の管理
PO8 品質管理
PO9 ＩＴリスクの評価と管理
PO10 プロジェクト管理

AI1 コンピュータ化対応策の明確化
AI2 アプリケーションソフトウェアの調達と保守
AI3 技術インフラストラクチャの調達と保守
AI4 運用と利用の促進
AI5 ＩＴ資源の調達
AI6 変更管理
AI7 ソリューションおよびその変更の導入と認定

AI1 コンピュータ化対応策の明確化
AI2 アプリケーションソフトウェアの調達と保守
AI3 技術インフラストラクチャの調達と保守
AI4 運用と利用の促進
AI5 ＩＴ資源の調達
AI6 変更管理
AI7 ソリューションおよびその変更の導入と認定

（出典）ＣOBIT 4.0
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ＣＯＢＩＴ構成要素の相互関係

（３）ITプロセス
管理とレベル
向上のツール

（２）ITプロセス
統制のための
ツール

ビジネスビジネスビジネス

監査
ガイドライン

監査監査
ガイドラインガイドライン

実施事項の
達成目標

実施事項の実施事項の
達成目標達成目標

重要目標
達成指標
（ＫＧＩ）

重要目標重要目標
達成指標達成指標
（ＫＧＩ）（ＫＧＩ）

成熟度
モデル
成熟度成熟度
モデルモデル

重要成果
達成指標
（ＫＰＩ）

重要成果重要成果
達成指標達成指標
（ＫＰＩ）（ＫＰＩ）

要件 情報

統制活動
コントロール
プラクティス

統制活動統制活動
コントロールコントロール
プラクティスプラクティス

統制目標統制目標統制目標測定
有効化
および
効率化

ＩＴプロセスＩＴプロセスＩＴプロセス
（１）

統制

導入変換

監査

（出典）ＣOBIT 4.0 をもとに追記



24

ＩＴ業務の概略モデル

ベ
ン
ダ
ー
／
パ
ー
ト
ナ
ー

ベ
ン
ダ
ー
／
パ
ー
ト
ナ
ー

ユ
ー
ザ
ー
部
門

ユ
ー
ザ
ー
部
門

ＩＴ管理

計画
（全体企画）

計画
（全体企画）

システム

サービス

各種製品

サービス

調達と導入
（開発・保守）

調達と導入
（開発・保守）

サービス提供とサポート
（運用）

サービス提供とサポート
（運用）

アプリケーション

ＩＴインフラストラクチャ

情 報

人

モニタリング
（評価）

モニタリング
（評価）

（データストア）

（外部実体）

（プロセス）

（データフロー）

（出典）「これならできるＩＴ統制」



25

ＣＯＢＩＴ4.0によるＩＴ業務全体図

（出典）「これならできるＩＴ統制」
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ＣＯＢＩＴドメインとＩＴ統制の位置付け

開発・変更開発・変更開発・変更

外部委託の管理外部委託の管理外部委託の管理

全社統制全社統制全社統制

（出典）「これならできるＩＴ統制」

安全性の確保安全性の確保安全性の確保

運用の管理運用の管理運用の管理
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難しさ難しさ

特徴特徴

メリットメリット

ＣＯＢＩＴを活用するメリットと難しさ

ＩＴプロセス（参照モデル）をベースにしている
→コミュニケーションツールとして優れた特性

ＩＴプロセス（参照モデル）をベースにしている
→コミュニケーションツールとして優れた特性

充実した資料を提供している（多くは無償）
グローバルに認知されている
内部統制にとどまらず、ＩＴ業務のレベル向上に活用できる

充実した資料を提供している（多くは無償）
グローバルに認知されている
内部統制にとどまらず、ＩＴ業務のレベル向上に活用できる

活用の用途が広く、何に使うかがわかりにくい
ＩＴプロセスの内容を理解しないと使いこなせない
一方で、プロセス名が（翻訳のためもあり）なじみにくい
サービス提供の考え方にもとづいている
例：（開発）（保守＋運用）→（開発＋変更）（サービス提供）

活用の用途が広く、何に使うかがわかりにくい
ＩＴプロセスの内容を理解しないと使いこなせない
一方で、プロセス名が（翻訳のためもあり）なじみにくい
サービス提供の考え方にもとづいている
例：（開発）（保守＋運用）→（開発＋変更）（サービス提供）



１．日立グループにおける内部統制整備

２．ＩＴ統制の枠組み

３．全般統制への２つのアプローチ

４．ＣＯＢＩＴが提供するもの

５．全般統制の対象となるIT業務

６．ＩＴマネジメントの体系化

目次目次
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業務処理統制の対象業務処理統制の対象業務処理統制の対象全般統制の対象全般統制の対象全般統制の対象

全般統制の対象となるＩＴ業務活動

本番運用の場

全社統制全社統制全社統制

技術インフラ

財務報告に係る
ビジネス要件

財務報告に係る財務報告に係る
ビジネス要件ビジネス要件

開発要求
変更要求

ア
ク
セ
ス
管
理
の
仕
組
み

リリース

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

業
務
部
門
（
ユ
ー
ザ
ー
）

・パッケージ
・請負ＡＰ
・各種のＩＴ製品

シ
ス
テ
ム

運
用
者

システム運用

本番環境本番環境

アプリケーション

データ

ＩＴサービス

サ
ー
ビ
ス

提
供
業
者

Ｉ
Ｔベ

ン
ダ
ー

×

不正なアクセス

開発・変更の場

開発環境

テスト環境

財務諸表財務諸表

財務報告に係る
出力データ

財務報告に係る財務報告に係る
出力データ出力データ

財務報告に係る
入力データ

財務報告に係る財務報告に係る
入力データ入力データ

（出典）「これならできるＩＴ統制」
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業務処理統制の対象業務処理統制の対象業務処理統制の対象全般統制の対象全般統制の対象全般統制の対象

財務諸表の信頼性に係るリスク

本番運用の場

全社統制全社統制全社統制

技術インフラ

財務報告に係る
ビジネス要件

財務報告に係る財務報告に係る
ビジネス要件ビジネス要件

開発要求
変更要求

ア
ク
セ
ス
管
理
の
仕
組
み

リリース

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

業
務
部
門
（
ユ
ー
ザ
ー
）

・パッケージ
・請負ＡＰ
・各種のＩＴ製品

シ
ス
テ
ム

運
用
者

システム運用

本番環境本番環境

アプリケーション

データ

ＩＴサービス

サ
ー
ビ
ス

提
供
業
者

Ｉ
Ｔベ

ン
ダ
ー

×

不正なアクセス

開発・変更の場

開発環境

テスト環境

財務諸表財務諸表

財務報告に係る
出力データ

財務報告に係る財務報告に係る
出力データ出力データ

誤った（不正な）
開発・変更

運用処理の
誤り・不正

外部委託先での
不適切な運用

財務データの
不適切な改変

財務報告に係る
入力データ

財務報告に係る財務報告に係る
入力データ入力データ

（出典）「これならできるＩＴ統制」
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実施
基準

対象ＩＴプロセス

COBIT for SOX 業務業務業務全般統制の対象全般統制の対象全般統制の対象

全般統制の対象となるＩＴプロセス

本番運用の場

全社統制全社統制全社統制

技術インフラ

ア
ク
セ
ス
管
理
の
仕
組
み

リリース

業
務
部
門
（
ユ
ー
ザ
ー
）

シ
ス
テ
ム

運
用
者

本番環境本番環境

アプリケーション

データサ
ー
ビ
ス

提
供
業
者

Ｉ
Ｔベ

ン
ダ
ー

開発・変更の場

開発環境

テスト環境

財務諸表財務諸表

開
発
・
変
更

開
発
・
変
更

運
用
運
用

外
部
委
託

外
部
委
託

の
管
理

の
管
理

安
全
性

安
全
性

の
確
保

の
確
保

３
．
運
用
の
促
進

（
規
則
・
規
程
、
仕
様
書
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備
）

１．アプリケーション
ソフトウェアの調達と保守

２．技術インフラストラクチャ
の調達と保守

４．ソリューションおよび
その変更の導入と認定

５．変更管理

６．サービスレベルの定義と
管理

７．サードパーティのサービス
の管理

９．構成管理

１１．データ管理

１０．問題とインシデントの管理

１２．オペレーション管理

８．システムセキュリティ
の保証

（出典）「これならできるＩＴ統制」



32

統制目標とは統制目標とは統制目標とは

「ＩＴ統制目標」の意味するもの

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る

内
部
統
制
の

３
つ
の
目
的

a. 有効性および効率性

b. 準拠性

c. 信頼性
（正当性、完全性、正確性）

d. 可用性

IT統制目標 情報要請規準

有効性

効率性

コンプライアンス

インテグリティ
（正当性、完全性、正確性）

可用性

機密性e. 機密性

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
要
件

実施基準 COBIT COBITの源流

ＩＴ統制目標

ＩＴプロセスごとに具体化

・ 34のＩＴプロセスごとの統制目標
・ 更に詳細レベルの統制目標

信頼性

統制によって達成すべき
望ましい姿・状態

統制によって達成すべき
望ましい姿・状態

（出典）「これならできるＩＴ統制」



１．日立グループにおける内部統制整備

２．ＩＴ統制の枠組み

３．全般統制への２つのアプローチ

４．ＣＯＢＩＴが提供するもの

５．全般統制の対象となるIT業務

６．ＩＴマネジメントの体系化

目次目次
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日立グループでの合理化と品質向上の例

短期的効率化

ＩＴ内部統制ガイドラインの整備

ＩＴ全般統制項目の整備、絞り込み

文書管理、変更管理、ログ管理、ＩＤ管理等への
ＩＴツール適用

中期的効率化

ＩＴマネジメントの体系化

ＩＴガバナンス強化、シェアードサービス化

ＥＡ、ＢＰＭ、ＳＯＡ等を駆使した次世代情報基盤
アプローチ
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フレームワークの乱立

内部統制

情報セキュリティ

ＣＯＢＩＴ ｆｏｒ ＳＯＸＣＯＢＩＴ ｆｏｒ ＳＯＸ

個人情報保護

ＪＩＳ Ｑ１５００１ＪＩＳ Ｑ１５００１

経営品質全般

・・・・・・・・

経済産業省
システム管理基準

・・・・・・

ＩＳＯ ２７００１ＩＳＯ ２７００１

ＩＴＩＬＩＴＩＬＣＯＢＩＴＣＯＢＩＴ

Ｊ-ＳＯＸＪ-ＳＯＸＳＯＸＳＯＸ
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共通の方針
POLICY

共通の方針共通の方針
POLICYPOLICY

実施手順
PROCEDURE

実施手順実施手順
PROCEDUREPROCEDURE

達成すべき水準
STANDARD

達成すべき水準達成すべき水準
STANDARDSTANDARD

フレームワーク整理の手順

企画・計画企画・計画
ＩＴ調達ＩＴ調達
（開発）（開発）

サポートとサポートと
デリバリデリバリ
（（運用）運用）

モニタリングモニタリング
および監査および監査

To-Do を枠組に
プロットする

似通った項目を
整理する
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従来の規則運用の問題点

規則とは「目的から活動への変換装置」である規則とは「目的から活動への変換装置」である

目的と活動は１対１の関係にあるべき（目的中心主義）目的と活動は１対１の関係にあるべき（目的中心主義）

目的の数だけ活動を規定する、規定された活動が目的の数だけ活動を規定する、規定された活動が
ダブッているかどうかは気にしないダブッているかどうかは気にしない ＋＋ 表現形式の混乱表現形式の混乱

法規/規範法規法規//規範規範

自社方針自社方針自社方針

規則
（日本語版）

規則規則
（日本語版）（日本語版）

チェックリスト
（日本語版）

チェックリストチェックリスト
（日本語版）（日本語版）

規則
（多言語化）

規則規則
（多言語化）（多言語化）

チェックリスト
（多言語化）

チェックリストチェックリスト
（多言語化）（多言語化）

活動実態
（国内）

活動実態活動実態
（国内）（国内）

活動実態
（海外）

活動実態活動実態
（海外）（海外）

目的目的 活動活動

活動活動
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ＩＴ管理への体系的アプローチ

すべての目的を網羅するすべての目的を網羅する
ただひとつのただひとつの

活動項目一覧を整備する活動項目一覧を整備する
＋＋

表現形式の均質化表現形式の均質化

法規/規範法規法規//規範規範

自社方針自社方針自社方針

ＩＴ活動項目
一覧

（日本語版）

ＩＴ活動項目ＩＴ活動項目
一覧一覧

（日本語版）（日本語版）

規則
（日本語版）

規則規則
（日本語版）（日本語版）ＩＴ活動項目

一覧
（多言語化）

ＩＴ活動項目ＩＴ活動項目
一覧一覧

（多言語化）（多言語化）

規則
（多言語化）

規則規則
（多言語化）（多言語化）

活動実態活動実態活動実態

活動実態活動実態活動実態

目的目的 活動活動

活動活動
目的目的

目的目的
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標準規定、標準手順標準規定、標準手順

会社規則会社規則

全社レベル全社レベル 各社情報システム組織各社情報システム組織

実施細則実施細則

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
雛
形
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
雛
形
）

会社規則会社規則

実施細則実施細則

展開のための文書展開のための文書

××手順××手順××手順××手順××手順××手順××手順××手順××手順××手順××手順××手順

グループとしてのＩＴ管理項目グループとしてのＩＴ管理グループとしてのＩＴ管理項目項目

台帳台帳本社で作成、管理する部分

各社で作成、管理する部分

共通の方針
POLICY

共通の方針共通の方針
POLICYPOLICY

実施手順
PROCEDURE

実施手順実施手順
PROCEDUREPROCEDURE

達成すべき水準
STANDARD

達成すべき水準達成すべき水準
STANDARDSTANDARD

事務帳票事務帳票事務帳票

達成すべきこと達成すべきこと達成すべきこと

申請書
依頼書

申請書
依頼書仕様書

設計書

仕様書
設計書

各レベルで管理する領域の考え方
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ＩＴプロセスが将来のＩＴ価値を生み出す

ベ
ン
ダ
ー
／
パ
ー
ト
ナ
ー

ベ
ン
ダ
ー
／
パ
ー
ト
ナ
ー

ユ
ー
ザ
ー
部
門

ユ
ー
ザ
ー
部
門

ＩＴ管理業務

システム

サービス

各種製品

サービス

アプリケーション

ＩＴインフラ

情 報

人

ＩＴプロセスＩＴプロセスＩＴプロセス

ＩＴ資産ＩＴ資産ＩＴ資産

ＩＴ価値ＩＴ価値

良質なＩＴプロセス良質なＩＴプロセス＋良質なＩＴ資産良質なＩＴ資産 将来のＩＴ価値将来のＩＴ価値

計画計画

調達と導入調達と導入

サービス提供とサポートサービス提供とサポート

モニタリングモニタリング

40
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ＩＴプロセスは、ＩＴガバナンスを構成する

「ＩＴガバナンス」とは・・・

経営幹部と取締役会が責任を持つべきものであり、

組織のＩＴが確実に組織の戦略と目標を支持し拡大する

ようにするための、リーダーシップ、組織構造および

プロセスから成り立つ。

ＩＴプロセスを通じて、ＩＴ価値を作り込むＩＴプロセスを通じて、ＩＴ価値を作り込む

（出典） 「ITガバナンスについての幹部向け概説 第２版」2003年 ITガバナンス協会
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ご静聴ありがとうございました

ご意見・ご感想やご質問などあれば、
ぜひお聞かせ下さい。

連絡先

メール
k.takaura@hitachiconsulting.co.jp

オフィス
株式会社 日立コンサルティング

港区港南2-16-4 品川グランドセントラルタワー１８階

TEL 03-5715-5226


